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ＰｕｂＭｅｄｌ

１．概要

外国医学文献の検索で､PubMedは誰でも使っ

てみたことがあるはずである。他の書誌データ

ベースと比較するにつけ、これが無料で開放さ

れていることに驚いてしまう。MEDLINEが無

料で開放されたのは1997年、当時ゴア米副大統

領が報道フラッシュの中、パソコンに向かい最

初にアクセスするパフォーマンスもみせた')。

ＢＭＪの論説には、アメリカから世界への鮫も

大きな２つの贈り物はジャズとMEDLINEで

あると記されている2)。ＰｕｂＭｅｄはNational

lnstitutesofHealth：ＮＩＨの中の、米国国立医

学図書館（TheNationalLibraryofMedicine：

NLM）の下部組織、TheNationalCenterfor

Biotechnologylnformation：NCBＩと一部の自

然科学系出版社が共同で開発した文献検索シス

テムで、国家的なプロジェクトである。今日で

はMEDLINEの文献書誌情報とNCBＩの分子

生物学情報が結びつき、さらに出版社が提供す

る全文データがインターネット上でリンクして

いる３，･'１．現在MEDLINEには、世界約70カ国、

約4,800誌の医学文献が収録されており、２００４

年には５７万’千件のデータが追加された。

PubMedでは1950年以降の1,500万を超える文

献を検索することができる。

Ⅱ、歴史

その歴史をたどってみると１．４－７)、1879年の

IndexMedicusまでさかのぼる。JohnShaw

Billingsという医師が博士学位論文の資料収集

ますだてつ：藍野大学中央図秤館
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のために大変な思いをし、「１万かそれ以上の

異った索引を調べそれらをめくって12かそこら

のレファレンスを見つけ出すという苦労をさせ

ないように、包括的な索引を準備しよう」と考

えたことに始まる。当時主題から文献にアプ

ローチできる索引が、新しい文献については存

在していなかったのである。しかし1891年時点

での予約購読部数が482部だったといい、資金

難のため廃刊も経験、IndexMedicusという名

では1927年に刊行がとだえる。そのころには他

の索引も出版されており、1940年代にAther‐

tonSeidellという生化学者が創刊したCurrent

ListofMedicalLiterature（CLML）の編集に、

ArmyMedicalLibraryと呼ばれていた現在の

NLMが編集に関わることになる。それを大幅

に改善して1960年に発行された新しい医学書誌

が再びIndexMedicusと名付けられるのであ

る。その後'964年医学文献の検索システム

MEDLARSが開発され、IndexMedicusのコン

ピュータ編集が開始、1971年MEDLARSのオ

ンライン提供データベースであるＭＥＤＬＩＮＥ

が登場する。1990年代後半までは、商業ベース

で配布されるＣＤ－ＲＯＭ版や専用回線の有料

ＭＥＤＬＩＮＥ検索が使われていた。その中で

NLM自身がＰｕｂＭｅｄという検索システムを提

供するのだが、インターフェースや機能に優れ

ていて、その後のＭＥＤＬＩＮＥ検索のスタン

ダードとなる。ＭＥＤＬＩＮＥは今でも、商業

データベース会社などが追加データベースや独

自の検索ソフト、電子ジャーナルなど付加価値

をつけ、有料でも提供されている。



Ⅲ、ＰｕｂＭｅｄとMEDLINEのちがい

ＭＥＤＬＩＮＥはＰｕｂＭｅｄに収録されている

データの核となるが、同じではない。ＰｕｂＭｅｄ

には下記のデータが追加されている6)。

・OLDMEDLINE（1950～1965）のデータ約

200万件。ＭｅＳＨや抄録がなく、データも完

全でない。

・索引付けされてMEDLINEに収録されるま

で一時的に収録されているレコードや、出版

社から直接送られたばかりの書誌データ。こ

れらにはＭｅＳＨが付与されていない。

･ＭＥＤＬＩＮＥ収録対象誌に掲載された収録対

象外文献（例えばプレートテクトニクスや天

体物理学を扱ったもの)。

Ⅳ、ＥＢＭ

ＰｕｂＭｅｄはＥＢＭにも対応している。ＥＢＭ

との関連については下記の通りである9)。

・論文を区別するのにPublicationtypeという

フィールドを設け、そこではランダム化比較

試験など研究デザインの採用状況も入れられ

ている。

oCochraneLibraryの最もコアな部分である

CochraneDatabaseofSystematicReviews

（CDSR)の抄録が収載されている。

ｏＳｉｄｅＢａｒのClinicalQueriesという検索オプ

ションにSystematicReviewsを付加し、臨

床家ができるだけ簡単に役立つ質の高い文献

を絞り込めるようにした。

oACPJoumalClub，Evidence-BasedMental

Health、Evidence-BasedNursingなどエビ

デンスの高い文献を臨床家向きに要約し紹介

している雑誌も検索できるようになった。

検索については、次回大阪大学生命科学図書
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館の諏訪敏幸氏に詳しく解説していただく予定

です。
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